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学校教育目標 

 三学期は、卒業・進級に向けた仕上げの時期。次の３つに挑戦していきましょう。 

 

１ 主体的に 「挑戦する力」 … 当たり前のことができることは、「 立派な力 」。 

社会人としてとても大切な要素です。例えば、呼ばれたときの「はい」と返事をして、

相手を受け止める姿勢を示すことや「おはようございます」「こんにんちは」等自ら

挨拶をすること、時刻を守ること、丁寧な清掃・場を清めること、周りの方々への丁

寧な接し方をすること、「ありがとうございます」と感謝の意を示すこと等です。 

特に大切なことは、コロナ・インフル対策です。受検は１月９日から始まります。 

校内にウイルスを持ち込まないことです。登校時の消毒は欠かせません。 

 三学期のスタートにあたり、当たり前のことができる「 四中スタンダード 」を

重ねていきましょう。 

 

２ 主体的に 「学ぶ力」 

… 受検は団体戦（３年生だけではありません。１・２年生も！！） 

３年生の皆さん、いよいよ自分の進路を実現するときが来ましたね。 

受検は団体戦とよく言われます。日々の教室で学び合う雰囲気（環境）をつくることが

成功の鍵となります。自分だけでなく、仲間と共に学び合いましょう。 

２年生の皆さんもしっかり学びを重ね、日々の生活を大切に 

して取り組むことが、３年生を応援することにもつながります。 

一歩上をめざして取り組みましょう。 

 

３ 主体的に 「関わる力」 … 「 思いは形にする 」 

２年生は、４月から酒田四中の最上級生となります。今年の３年生が歩んできたよ

うに、全校生徒の目標になってください。酒田四中の顔になってください。 

新執行部を中心とした生徒会・各委員会活動は、３年生からの引継ぎを経て新たに

始まります。大いに期待しています。 

１年生は、４月から先輩になります。新入生のお手本になるような取り組みを重ね

てください。１学年が担当することになった「小学生四中訪問」の企画・運営を楽し

みにしています。 

主体的に「関わる力」を発揮するには目標をみんなで共有し、力を合わ 

せて本気で取り組むことが重要なのです。そして何よりも、仲間を大切に 

することです。「君がいてよかった」と言える関わりを重ねていきましょう。 

 

小さなチャレンジが大きな夢実現の一歩です。新たな年を迎え第５ステージの「 新

たな決意 」を胸に、一つ上の学年へと成長するための歩みを進めていきましょう。 

最後までしっかり話しが聞ける皆さん、ありがとう。 以上で話を終わります。 

 放送による三学期始業式でお話した内容を紹介します。 

 

今年の干支は辛丑「かのと・うし」です。辛は、新と同語。草木が枯死して 

新しくなろうとする状態。下にあったエネルギーが上へと向かっていく状態です。 

丑は、種子の中に萌し（きざし）始める状態。種からようやく芽が出始める。 

つまり「雪の下に隠れた輝く宝物を慌てず焦らず育てる年」。皆さんはどんな「宝物 

（夢や希望）」を心に描いて進みますか？そのためには「新しい環境へ対応する体制 

を整え、自分の軸となる価値観を持って次のステージへ進む」。 

物事が新たな展開を始める年です。 

 

 「コロナ禍でＣО₂ が削減され、海と空がきれいになった。」 

こんな新聞記事を見ました。世界の産業が大きく抑制され 

環境には優しくなったが、人々の生活は苦しくなった。 

とても難しい問題です。 

ところで、ＳＤＧsを知っていますか？Ｓustainable Ｄevelopment Ｇoals 

（サスティナブル・ディヴェロップメント・ゴールズ）＝持続可能な開発目標と 

訳されます。2015年の国連サミットでの提言。世界中の人々が抱える課題を解 

決するための１７の目標を掲げ2030年までに達成しようとするものです。新聞 

でもよく取り上げられています。関心のある人は調べてみてください。 

この１７の目標の達成を考えるとき、身近な社会の現状、世界の現状、何がで 

きるか、どのように取り組むか、より効果的な方法は何か…。既存の知識や技術 

を活用する、統括する、融合するなどの視点を持つことが必要でしょう。一人ひ 

とりが考えを巡らし、よりよい解を探す。本校のＥＧＧタイムのようですね。 

課題解決の議論をするときに大切にされることは、コミュニケーション力と読解力。 

そして、その力を進めるのは主体的な一人一人の「 誰もがよりよく生きられる 

社会を創る 」という「夢や願い」であり、解決に向けた確かな一歩の取組みです。 

重ねる努力が形になるから実現するのですね。 

 


